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  第 １ ２ － １ ４ １ 号  

２０１２年１０月３１日 

平成２５年３月期 第２四半期決算および通期業績予想について 
 

ＡＮＡグループでは、本日１０月３１日（水）、平成２５年３月期 第２四半期決算の概況を取りまとめま

した。詳細は別添の「平成２５年３月期 第２四半期決算短信」をご参照ください。 

 

１．平成２５年３月期 第２四半期の連結経営成績 

（１）連結経営成績（連結子会社５９社、持分法適用会社１８社） 

①概況 

・当第２四半期のわが国経済は、復興需要もあり引き続き底堅さが見られました。一方、欧州

や中国等の海外経済環境による世界景気の減速感も広がるなど、一部に不透明な状況も

見られましたが、堅調に推移するビジネス需要に加え、プレジャー需要を確実に取り込んだ

結果、前年同期と比較して、大幅な増収となりました。 
・あわせて、首都圏空港容量の拡大や航空自由化の更なる進展、ＬＣＣの積極的な路線展開

等、今後の大幅な競争環境変化に対応しながら、ネットワークキャリアとしての「強み」と「効

率性」の追求を両立するネットワークの拡充を推進しつつ、「２０１２－１３年度ＡＮＡグルー

プ経営戦略」に掲げたコスト構造改革を実行しました。 

・これらの結果、当第２四半期の連結経営成績は営業収入が７，５３２億円、営業利益は過去    

最高の７５３億円、経常利益においても過去最高の６３４億円、四半期純利益は３６９億円と

なり、増収増益となりました。                                   
単位：億円（増減率を除き、単位未満は切り捨て） 

【連結経営成績】 
平成２５年３月期 

第２四半期累計期間 
平成２４年３月期 

第２四半期累計期間 
増減 増減率(%)※１ 

営 業 収 入 ７，５３２ ７，０４８ ４８３ ６．９ 

営 業 費 用 ６，７７９ ６，５４７ ２３２ ３．５ 

営 業 利 益 ７５３  ５０１ ２５１   ５０．２ 

営 業 外 損 益 ▲１１８ ▲ １２５ ６ ――― 

経 常 利 益 ６３４ ３７５ ２５８   ６８．７ 

特 別 損 益 ▲  ２ ６ ▲９ ――― 

当 期 純 利 益 ３６９ ２２８ １４０   ６１．６ 

※１ 前年同期との比較による増減率を示しています。 

単位：億円（単位未満は切り捨て）   

平成２５年３月期 
第２四半期累計期間 

平成２４年３月期 
第２四半期累計期間 

増減 
【セグメント情報】 

売上高 営業利益※２ 売上高 営業利益※２ 売上高 営業利益 

航 空 運 送 事 業 ６，７２０ ６９６ ６，３１０ ４５７ ４０９ ２３８ 

旅 行 事 業 ８４３ ３０ ７８４ １９ ５８  １０ 

そ の 他 ７３５ ２６ ６７７ ２１ ５７  ５ 

※ ２ 各事業における営業利益はセグメント利益に該当します。 
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②国内線旅客事業 

・国内線旅客事業は、ビジネス需要、プレジャー需要が堅調に推移したことに加え、お求めや

すい運賃「旅割５５」の新設、訪日需要拡大のための海外居住者向け国内線運賃     

「Ｅｘｐｅｒｉｅｎｃｅ ＪＡＰＡＮ Ｆａｒｅ」を新設する等の需要喚起に努めたことにより、旅客数は前

年同期を上回りました。 

・ボーイング７８７型機を既存路線に加え、競合路線である羽田＝福岡・鹿児島・熊本線に投

入し競争力強化に努めた他、伊丹＝福岡・新潟・大分線、福岡＝新潟線の増便等を実施し、

国内線ネットワークの充実に努めました。 

・岡山空港にＡＮＡラウンジを新規オープンした他、熊本空港、関西空港に続き伊丹空港でも

ＡＮＡラウンジの改修を行うとともに、９月１０日よりＡＮＡデジタルコンテンツサービスを開始

する等、競争力向上に向けた施策を展開しました。 

結果として、国内線旅客収入は１５２億円の増収（前年同期比４．６％増）となりました。 

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国内線旅客事業】 
平成２５年３月期 

第２四半期累計期間 
平成２４年３月期 

第２四半期累計期間 
増減 増減率(%) 

売上高（億円） ３，４３０ ３，２７８    １５２  ４．６ 

旅客数（千人） ２０，７７３ １９，２１７ １，５５６  ８．１ 

座席キロ（百万座席キロ） ２９，７２７ ２８，４０８ １，３１９ ４．６ 

旅客キロ（百万人キロ） １８，３３６ １７，０５３ １，２８２  ７．５ 

利用率（％） ６１．７ ６０．０   １．７ ――― 

※エアアジア・ジャパン㈱の実績は含みません。 

 
③国際線旅客事業  

・国際線旅客事業は、ビジネス需要、プレジャー需要が堅調に推移し、震災影響を大きく受け

た訪日需要も、訪日キャンペーン「ＩＳ ＪＡＰＡＮ ＣＯＯＬ？」第２弾等にて需要喚起に努めた

こと等により確実に回復し、旅客数は前年同期を大幅に上回りました。 

・７月２５日より成田＝シアトル線を新規開設する等、ネットワークの充実に努めるとともに、

羽田＝フランクフルト線には全便ボーイング７８７型機を投入したことに加え、８月２９日から

欧米路線では、順次プレミアムエコノミーの新シートを投入する等、快適性の向上および競

争力の強化に努めました。 

・中国路線においては、成田・関西＝杭州線等でデイリー運航化する等、ネットワークの充実

を図りましたが、９月中旬以降は中国で発生した反日デモの影響等により、日中間の需要

が急速に減退しました。 

結果として、国際線旅客収入は２０１億円の増収（前年同期比１２．６％増）となりました。       

（増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【国際線旅客事業】 
平成２５年３月期 

第２四半期累計期間 
平成２４年３月期 

第２四半期累計期間 
増減 増減率(%) 

売上高（億円） １，７９７ １，５９６ ２０１ １２．６ 

旅客数（千人） ３，３１１ ２，８４０ ４７１ １６．６ 

座席キロ（百万座席キロ） １８，４９０ １６，９１９ １，５７１ ９．３ 

旅客キロ（百万人キロ） １４，３４１ １２，２０４ ２，１３７ １７．５ 

利用率（％）        ７７．６           ７２．１ ５．４ ――― 

※エアアジア・ジャパン㈱の実績は含みません。なお、当第 2 四半期においては、国際線の就航はありません。 
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④貨物事業 

・国内線貨物は、生鮮品等の沖縄発着貨物や宅配貨物等が堅調に推移しましたが、震災直

後の需要増の反動に加え、台風や集中豪雨等の影響による欠航等もあり、輸送重量・収入

ともに前年同期を下回りました。 

・国際線貨物は、震災直後の需要増の反動に加え、欧州経済の低迷や中国経済成長の鈍化

等の影響により、日中間等の需要減少が見られました。そのため、当社のネットワークを活

用した三国間輸送需要を積極的に取り込むことにより、輸送重量は前年同期を上回りまし

たが、収入については前年同期を下回りました。 

結果として、国内線貨物収入は６億円の減収（前年同期比３．８％減）、国際線貨物収入は 
３７億円の減収（前年同期比８．３％減）となりました。 

  （増減率、利用率を除き、単位未満は切り捨て） 

【貨物事業】 
平成２５年３月期 

第２四半期累計期間 
平成２４年３月期 

第２四半期累計期間 
増減 増減率(%) 

売上高（億円） １５８ １６４ ▲ ６ ▲３．８ 

輸送重量（千トン） ２２６ ２２９ ▲ ３ ▲１．５ 
国

内

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） ２２４ ２２８ ▲ ４ ▲１．８ 

売上高（億円） ４１４ ４５１ ▲３７ ▲８．３ 

輸送重量（千トン） ２９３ ２７７ １６ ５．９ 
国

際

線 有償貨物ﾄﾝｷﾛ（百万ﾄﾝｷﾛ） １，１６７ １，０８１ ８５ ７．９ 

※エアアジア・ジャパン㈱においては貨物の取扱いはしておりません。 

 
⑤その他 

･航空運送事業におけるその他の収入として、受託ハンドリング収入等で増収となったことに

加えて、新たにエアアジア・ジャパン㈱における旅客収入を計上したことにより、当第２四半

期の収入は８８３億円（前年同期７８６億円、前年同期比１２．４％増）となりました。 

・エアアジア・ジャパン㈱は、８月１日より成田＝札幌・福岡線を、８月３日より成田＝沖縄線を

新規開設しました。当第２四半期（８月１日～９月３０日）の輸送実績は、旅客数では９６，６０

７人、座席キロは１４０百万席キロ、旅客キロは１０７百万人キロ、利用率は７６．６％と順調

な滑り出しとなりました。 

 
（２）連結財政状態 

①連結財政状態について 
（自己資本比率、Ｄ／Ｅレシオを除き単位未満は切り捨て） 

【連結財政状態】 
平成２５年３月期 

第２四半期末 
平成２４年３月期末 増減 

総資産（億円） ２１，６５５ ２０，０２５ １，６２９ 

自己資本（億円）  （注１）        ７，３６３ ５，４９０ １，８７３ 

自己資本比率（％） ３４．０          ２７．４ ６．６ 

有利子負債残高（億円） （注２） ９，３３６ ９，６３６ ▲２９９ 

Ｄ／Ｅレシオ（倍） （注３）          １．３            １．８ ▲０．５ 

注１：自己資本は純資産合計から少数株主持分を控除しています。 

注２：有利子負債残高にはオフバランスリース負債は含みません。 

注３：D／E レシオ＝有利子負債残高÷自己資本 
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②連結キャッシュ・フローの状況 
単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【連結キャッシュ・フローなど】 
平成２５年３月期 

第２四半期累計期間 
平成２４年３月期 

第２四半期累計期間 

営業活動によるキャッシュ・フロー      １，２３７      ９０４ 

投資活動によるキャッシュ・フロー    ▲３，２６０   ▲１，７１５ 

財務活動によるキャッシュ・フロー      １，２９６     １，２６７ 

現金および現金同等物期末残高  １，９４１    ２，４７０ 

減価償却費        ６０３      ５８４ 

 
 

２．通期の見通し 

 ・ わが国経済の見通しは、復興需要が引き続き見込まれますが、欧州や中国等の海外経済環境

により、世界的景気の減速感が広がっていることに加え、原油価格の高騰、為替レートの変動、

中国での反日デモの影響等、わが国の景気が下押しされるリスクが存在しています。 

・ 当第２四半期までの業績は、旅客収入、貨物収入ともに当初計画をやや下回っており、下半期

においてもその傾向が継続することが予想されます。また、中国で発生した反日デモによる国

際線旅客収入への影響を勘案すると、本年４月２７日に公表いたしました連結業績見通しに比

べ、通期で営業収入が３００億円程度減少する見込みです。 
・ 一方、上半期においても計画以上にコスト削減が進んでいることに加え、第３四半期以降も引き

続きコスト削減、費用執行の抑制等に努めることで、減収見込額と同程度の営業費用を削減で

きる見通しであり、営業利益・経常利益・当期純利益の見通しは当初のとおりと致します。 

以上により、連結業績見通しは以下のとおりとなります。 

 単位：億円（単位未満は切り捨て） 

【平成２５年３月期見通し】 
（連結業績） 

今回修正予想 前回発表予想 
（平成２4 年 4 月 27 日発表） 

 
増減 

 

前期実績 
（平成２４年３月期） 

増減 

営 業 収 入 １４，７００ １５，０００ ▲ ３００ １４，１１５ ５８４ 

営 業 利 益 １，１００ １，１００ ――― ９７０ １２９ 

経 常 利 益 ７００ ７００ ――― ６８４  １５ 

当 期 純 利 益 ４００ ４００ ――― ２８１  １１８ 

以 上 


